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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月22日(2018.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ実装方法であって、
　複数の定義された角度で凝視するようにユーザに指示することと、
　第１の期間中に、前記複数の定義された角度内の各角度に対して、前記角度で凝視する
前記ユーザの少なくとも片方の眼の少なくとも１つの画像を受信することと、
　前記複数の定義された角度内の各角度に対して、前記角度で凝視する前記ユーザの少な
くとも片方の眼の少なくとも１つの画像に基づいて、眼血管の着目点場所と、対応する局
在特徴とを備える少なくとも１つの登録テンプレートを作成することと、
　第２の、後の期間中に、前記ユーザの少なくとも片方の眼の少なくとも１つの画像を受
信することと、
　前記第２の、後の期間中に受信された前記少なくとも片方の眼の少なくとも１つの画像
に対して、前記少なくとも片方の眼の血管系と関連付けられた複数の安定血管点を識別す
ることと、
　前記第２の、後の期間中に受信された前記少なくとも１つの画像において識別された前
記安定血管点に基づいて、少なくとも１つの検証テンプレートを作成することと、
　前記少なくとも１つの検証テンプレートを前記少なくとも１つの登録テンプレートにマ
ッチングさせることに基づいて、前記少なくとも片方の眼の凝視角を判定することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記識別された安定血管点の周囲の複数の特徴記述子を抽出することをさらに含み、前
記少なくとも１つの検証テンプレートを作成することは、前記特徴記述子および識別され
た安定血管点に基づいて、複数のテンプレートを作成することを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記少なくとも片方の眼の前記受信された画像のうちの１つ以上に基づいて、１つ以上
の安定眼周囲アンカ点を識別することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記識別された安定血管点のうちの１つ以上を経時的に追跡することと、
　前記安定眼周囲アンカ点のうちの１つ以上に対する前記識別された安定血管点のうちの
１つ以上の変位に基づいて、前記少なくとも片方の眼の凝視角を判定することと
　をさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　特定の安定眼周囲アンカ点は、前記少なくとも片方の眼の眼角を含む、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記識別された安定血管点は、左眼および右眼上の安定血管点を含み、前記安定眼周囲
アンカ点は、前記左眼および前記右眼に対する安定眼周囲アンカ点を含む、請求項４に記
載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分のコントラストを向上させることと、
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分から雑音を除去することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記雑音は、睫毛を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像に基づいて、前記少なくとも片方の眼
の虹彩の近似場所を判定することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　システムであって、
　複数の定義された角度で凝視するようにユーザに指示することと、
　第１の期間中に、前記複数の定義された角度内の各角度に対して、前記角度で凝視する
前記ユーザの少なくとも片方の眼の少なくとも１つの画像を受信することと、
　前記複数の定義された角度内の各角度に対して、前記角度で凝視する前記ユーザの少な
くとも片方の眼の少なくとも１つの画像に基づいて、眼血管の着目点場所と、対応する局
在特徴とを備える少なくとも１つの登録テンプレートを作成することと、
　第２の、後の期間中に、前記ユーザの少なくとも片方の眼の少なくとも１つの画像を受
信することと、
　前記第２の、後の期間中に受信された前記少なくとも片方の眼の少なくとも１つの画像
に対して、前記少なくとも片方の眼の血管系と関連付けられた複数の安定血管点を識別す
ることと、
　前記第２の、後の期間中に受信された前記少なくとも１つの画像において識別された前
記安定血管点に基づいて、少なくとも１つの検証テンプレートを作成することと、
　前記少なくとも１つの検証テンプレートを前記少なくとも１つの登録テンプレートにマ
ッチングさせることに基づいて、前記少なくとも片方の眼の凝視角を判定することと
　を含む動作を行うようにプログラムされた１つ以上のコンピュータを備える、システム
。
【請求項１１】
　前記動作はさらに、前記識別された安定血管点の周囲の複数の特徴記述子を抽出するこ
とを含み、前記少なくとも１つの検証テンプレートを作成することは、前記特徴記述子お
よび識別された安定血管点に基づいて、複数のテンプレートを作成することを含む、請求
項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記動作はさらに、前記少なくとも片方の眼の前記受信された画像のうちの１つ以上に
基づいて、１つ以上の安定眼周囲アンカ点を識別することを含む、請求項１０に記載のシ
ステム。
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【請求項１３】
　前記動作はさらに、
　前記識別された安定血管点のうちの１つ以上を経時的に追跡することと、
　前記安定眼周囲アンカ点のうちの１つ以上に対する前記識別された安定血管点のうちの
１つ以上の変位に基づいて、前記少なくとも片方の眼の凝視角を判定することと
　を含む、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　特定の安定眼周囲アンカ点は、前記少なくとも片方の眼の眼角を含む、請求項１３に記
載のシステム。
【請求項１５】
　前記識別された安定血管点は、左眼および右眼上の安定血管点を含み、前記安定眼周囲
アンカ点は、前記左眼および前記右眼に対する安定眼周囲アンカ点を含む、請求項１３に
記載のシステム。
【請求項１６】
　前記動作はさらに、
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分のコントラストを向上させることと、
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分から雑音を除去することと
　を含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記雑音は、睫毛を含む、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記動作はさらに、前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像に基づいて、前記
少なくとも片方の眼の虹彩の近似場所を判定することを含む、請求項１０に記載のシステ
ム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本明細書に説明される主題の１つまたはそれを上回る実装の詳細は、付随の図面および
以下の説明に記載される。本主題の他の特徴、側面、および利点は、説明、図面、および
請求項から明白となるであろう。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　コンピュータ実装方法であって、
　少なくとも片方の眼の複数の画像を受信するステップと、
　前記少なくとも片方の眼の受信された画像毎に、前記少なくとも片方の眼の血管系と関
連付けられた複数の安定血管点を識別するステップと、
　前記少なくとも片方の眼の前記受信された画像内の前記識別された安定血管点に基づい
て、前記少なくとも片方の眼の凝視角を判定するステップと、
　を含む、方法。
（項目２）
　前記識別された安定血管点の周囲の複数の特徴記述子を抽出するステップと、
　前記特徴記述子および識別された安定血管点に基づいて、複数のテンプレートを作成す
るステップと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
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（項目３）
　前記凝視角を判定するステップは、前記テンプレートのうちの１つまたはそれを上回る
ものと１つまたはそれを上回る登録テンプレートとをマッチングさせ、前記凝視角を判定
するステップを含む、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記少なくとも片方の眼の前記受信された画像のうちの１つまたはそれを上回るものに
基づいて、１つまたはそれを上回る安定眼周囲アンカ点を識別するステップをさらに含む
、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記凝視角を判定するステップは、
　前記識別された安定血管点のうちの１つまたはそれを上回るものを経時的に追跡するス
テップと、
　前記安定眼周囲アンカ点のうちの１つまたはそれを上回るものに対する前記識別された
安定血管点のうちの１つまたはそれを上回るものの変位に基づいて、前記凝視角を判定す
るステップと、
　を含む、項目４に記載の方法。
（項目６）
　特定の安定眼周囲アンカ点は、前記少なくとも片方の眼の眼角を含む、項目５に記載の
方法。
（項目７）
　前記識別された安定血管点は、左眼および右眼上の安定血管点を含み、前記安定眼周囲
アンカ点は、前記左眼および前記右眼に対する安定眼周囲アンカ点を含む、項目５に記載
の方法。
（項目８）
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分のコントラストを向上させるステップと、
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分から雑音を除去するステップと、
　をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目９）
　前記雑音は、睫毛を含む、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像に基づいて、前記少なくとも片方の眼
の虹彩の近似場所を判定するステップをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１１）
　システムであって、
　少なくとも片方の眼の複数の画像を受信するステップと、
　前記少なくとも片方の眼の受信された画像毎に、前記少なくとも片方の眼の血管系と関
連付けられた複数の安定血管点を識別するステップと、
　前記少なくとも片方の眼の前記受信された画像内の前記識別された安定血管点に基づい
て、前記少なくとも片方の眼の凝視角を判定するステップと、
　を含む、動作を行うようにプログラムされる１つまたはそれを上回るコンピュータを備
える、システム。
（項目１２）
　前記動作はさらに、
　前記識別された安定血管点の周囲の複数の特徴記述子を抽出するステップと、
　前記特徴記述子および識別された安定血管点に基づいて、複数のテンプレートを作成す
るステップと、
　を含む、項目１１に記載のシステム。
（項目１３）
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　前記凝視角を判定するステップは、前記テンプレートのうちの１つまたはそれを上回る
ものと１つまたはそれを上回る登録テンプレートとをマッチングさせ、前記凝視角を判定
するステップを含む、項目１２に記載のシステム。
（項目１４）
　前記動作はさらに、前記少なくとも片方の眼の前記受信された画像のうちの１つまたは
それを上回るものに基づいて、１つまたはそれを上回る安定眼周囲アンカ点を識別するス
テップを含む、項目１１に記載のシステム。
（項目１５）
　前記凝視角を判定するステップは、
　前記識別された安定血管点のうちの１つまたはそれを上回るものを経時的に追跡するス
テップと、
　前記安定眼周囲アンカ点のうちの１つまたはそれを上回るものに対する前記識別された
安定血管点のうちの１つまたはそれを上回るものの変位に基づいて、前記凝視角を判定す
るステップと、
　を含む、項目１４に記載のシステム。
（項目１６）
　特定の安定眼周囲アンカ点は、前記少なくとも片方の眼の眼角を含む、項目１５に記載
のシステム。
（項目１７）
　前記識別された安定血管点は、左眼および右眼上の安定血管点を含み、前記安定眼周囲
アンカ点は、前記左眼および前記右眼に対する安定眼周囲アンカ点を含む、項目１５に記
載のシステム。
（項目１８）
　前記動作はさらに、
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分のコントラストを向上させるステップと、
　前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像内の前記少なくとも片方の眼の白眼部
分から雑音を除去するステップと、
　を含む、項目１１に記載のシステム。
（項目１９）
　前記雑音は、睫毛を含む、項目１８に記載のシステム。
（項目２０）
　前記動作はさらに、前記少なくとも片方の眼の特定の受信された画像に基づいて、前記
少なくとも片方の眼の虹彩の近似場所を判定するステップを含む、項目１１に記載のシス
テム。
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